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１．研究計画の概要
本研究の目的は、テレビ番組やウェブ情報

の中から、信頼性の高い情報を、内容の偏り
なく動的に組織化・提示し、知識(いわば動的
な百科事典)として利活用できる基盤技術を
確立することである．
具体的には、
(1) 高信頼度情報を見つけるために、既存

知識と整合しない明らかな誤りや矛
盾等を含む低信頼度情報を検出する
技術、

(2) 内容の偏りを最小限にするために、内
容の網羅性が高く重複の少ない最小
のコンテンツ群で関連付け、その場で
組織化する技術、

(3) 内容の動的な提示のために、情報の最
適な配置やスタイルをユーザインタ
ラクションに応じて変化させ制御す
る記述言語とその表示技術

の確立を目指す．

２．研究の進捗状況
平成 20 年度～平成 22 年度にかけて，当初

の役割分担に応じて，低信頼度情報の検出技
術，コンテンツの組織化技術，ユーザインタ
ラクション技術の各項目について，以下の研
究開発を行った．

(1) 低信頼度情報の検出技術については，信
頼性が不確かな情報(比較対象)を，自分
が基準として考える情報(比較基準)と比
較し，比較対象の比較基準に対する位置
づけを明示する手法を提案した．数十万
件の料理レシピを例としたプロトタイプ
システムを開発し，提案手法の有効性を
被験者実験で確認するとともに，提案手

法の適用範囲を広げながら，精度・性能
の改良を図った．統計情報や解説等につ
いても適宜収集し，基盤データを拡張し
た．

(2) コンテンツの組織化技術については，コ
ンテンツ間の関連性の発見とそれに基づ
く情報分布の分析手法について研究開発
を行った．具体的には，ニュースコンテ
ンツを対象とした話題と視点に基づく情
報の分布分析手法，人物に関する記述や
評判情報の分布分析手法，ネットワーク
モデルや構造特徴を利用した因果関係の
分析手法を検討し，プロトタイプシステ
ムを通して，提案手法の有効性を確認し
た．

(3) ユーザインタラクション技術については，
個々の内容に応じた表示属性や最適なレ
イアウトを動的に再構成・表示・制御す
るための課題を整理し，低信頼度情報の
妥当性や情報の分布を効率よく確認・利
用可能な簡易なナビゲーション手段を提
供することを目標に設計を進めた．具体
的には，ユーザが設定した基準に合致す
るデータの各分布の視覚化機能，ユーザ
基準との一致度が高い情報の推薦機能の
基本部分を実装した．

３．現在までの達成度
②おおむね順調に進展している

（理由）
これまで各分担項目がおおむね着実に遂

行されているため．
(1) 低信頼度情報の検出技術については，

ある情報が信頼できるかどうかを，設
定した基準と比較することで判断支
援可能な手法が提案され，分析結果の
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精度向上，プロトタイプへの組み込み
等がほぼ計画通りに進められている．

(2) コンテンツの組織化技術については，
コンテンツの話題や視点，人物記述や
評判，因果関係に着目した多角的な分
析手法が提案され，適宜プロタイプへ
の組み込みが進められている．

(3) ユーザインタラクション技術につい
ては，ユーザ基準や興味に応じたナビ
ゲーション手段に関する課題が整理
され，それらに基づき，視覚化や情報
推薦といった機能のプロトタイプへ
の組み込みが順調に進められている．

４．今後の研究の推進方策
当初の計画に基づき，今後は各分担項目を

以下のように進める．

(1) 低信頼度情報の検出技術については，信
頼できる情報かどうかについてユーザ
がより簡単に効率よく確認できるよう
な改良を進め，システム実装を行う．ま
た，被験者による評価実験を合わせて実
施する．

(2) コンテンツの組織化技術については，こ
れまでに得られた各種コンテンツ間の
関連性の分析手法に基づき，関連情報を
適切に網羅した一覧を提供する機能を
実装する．合わせて，被験者による評価
実験を行う．

(3) ユーザインタラクション技術について
は，ユーザ基準との合致度に応じて整理
された情報を検索したり一覧する機能
を実装することで，知識情報基盤として
利用できる環境を整備する．また，シス
テムの有効性を被験者実験により評価
する．
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